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和歌山市のまちづくりと

「都市再生推進法人制度」について

平成31年2月18日

和歌山市役所



1

和歌山市における水辺とまちのリノベーション
・紀伊半島の北西部に位置する和歌山県の県都･中核市。
・大阪中心部から鉄道or高速道路で約１時間。関西国際空港から同約３０分。

●人 口 358,403人

●世帯数 154,505世帯
(平成30年5月1日現在）

●面 積 208.84k㎡
(平成29年12月31日現在)

和歌山市の概要と課題
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③加太周辺地域

②和歌の浦

南海和歌山市駅

JR和歌山駅

①中心市街地

和歌山城

新日鉄住金株式会社
和歌山製鉄所

たま電車

和歌山ラーメン
イタリアのアマルフィに
似ているといわれる雑賀崎

和歌山下津港
（本港）

平成31年8月寄港予定の
ダイヤモンド・プリンセス

中央卸売市場

四季の郷公園

天空の城に似ている
といわれる砲台跡

東京大学との連携と
加太分室の設置
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

市街化区域界

DID（2010年）

区間整理事業（戦災復興）

DID（1960年）

・戦災で旧市街地を焼失。現在の市中心部の基盤は戦災復興区画整理により形成。
・高度成長期を経てDIDは３倍に拡大。

和歌山市の概要と課題
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市域の変遷

人口集中地区が3倍に
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

和歌山市の概要と課題
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・市人口は昭和６０年（１９８５年）をピークに減少。人口密度も減少傾向。
・平成４７年（２０３５年）時点では３０万人を割り込む見通し（社人研推計）
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

和歌山市の概要と課題
平成26年度の調査によると、まちなかには空き店舗や空き家、空き地、
駐車場等の遊休不動産があふれている。
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

和歌山市の概要と課題

都市がスプロールし、

まちなかのコンテンツが

失われたため

歩く人がいないまちなか

平成26年度の調査によると、まちなかには空き店舗や空き家、空き地、
駐車場等の遊休不動産があふれている。
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昭和４０年代のにぎわい
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近年はシャッター商店街化
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課題＝財産
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

リノベーションまちづくり

今、既にある官民の遊休不動産を活かして、新しい使い方をしてまちを
変えること。

民間主導で事業を興し、行政が制度緩和などで支援する民間主導の公民

連携が基本。

遊休不動産という空間資源と潜在的な地域資源を組み合わせて、経済合

理性の高いプロジェクトを興し、補助金に頼らないことで持続性を増し

地域を活性化。

都市型産業の集積などにより、継続した都市経営が可能となる
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

リノベーションまちづくり

リノベーションスクールの仕組み

①まちづくりへの思いのある受講生が、リノベーショ
ン先駆者のレクチャーやアドバイスを受ける。

②実在する遊休不動産を再生させるための事業計画を
立案する。

③不動産オーナーに提案し、事業化を目指す。
④リノベーションスクールを通じて、まちづくり会社
の設立等、まちづくりの担い手の育成を進める。

スクールの様子

スクールの受講生

リノベーションまちづくりを進めていくため、短期集中合宿「リノベーションスクール」を開催し
、遊休不動産の再生とまちづくりの担い手の育成を図っている。

出典：株式会社リノベリング HP
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

リノベーションまちづくり

公共施設や公益事業施設等をリノベーションする「大きいリノベーション」と民間が所有する
小規模施設等をリノベーションする「小さいリノベーション」を組み合わせる。

大きいリノベーション

（行政や公益事業者が所有する

大規模な不動産の利活用）

小さいリノベーション

（民間が所有する小規模の

遊休不動産の利活用）

道路・河川・駅・
鉄道・公共施設等

空き家・空き店舗・
空きビル・軒先空間
空き地・駐車場等

• 魅力的な公共空間の創出
• 公民連携による持続可能なサービスの提供
• これまでにないサービスを提供する新たなコンテンツの創出
• 多様なニーズに応えた住宅や店舗、公共サービスの創出
• 新たな都市型コミュニティの形成

志のある不動産オーナーとして

積極的に提供し、一体的に活用

時間はかかるが効果の
高いアンカーが打てる
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“パブリックマインド”
を持つ民間

●公共が持つべきプライベートマインド４要素
・スピード
・フレキシビリティ
・お金の感覚
・マーケティングセンス

●近未来の兆しを感じ取る
●民間の稼ぐ能力を引き出す
⇒時代に合わせた規制緩和（見直し）

●民間が持つべきパブリックマインド
・得た利益をまちへ再投資
・行政に過度に依存せず、自立・持続的
・インテグリティ（真摯さ、高潔さ）

●民間パートナーを育てる（学び合う）
・自立型まちづくり会社 ・電鉄会社
・不動産会社 ・地元金融機関
・インフラ会社…

“プライベートマインド”
を持つ公共
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

リノベーションまちづくり

開催状況

第１回スクール H26.2.20～23
事業計画3コース
受講生30名（市内19名、市外11名）

第２回スクール H26.10.31～11.2
事業計画４コース
受講生34名（市内17名、市外17名）

第３回スクール H27.11.6～8
事業計画4コース
受講生30名（市内14名、市外16名）

第４回スクール H28.3.25～27
セルフリノベーション２コース
受講生18名（市内9名、市外9名）

7回開催し、これまでに約200名が参加。

第５回スクール H28.11.11～13
セルフリノベーション２コース
受講生14名（市内７名、市外７名）
事業計画３コース
受講生27名（市内14名、市外13名）

第６回スクール H29.11.3～5
事業計画３コース
受講生26名（市内13名、市外13名）

●第７回スクール H30.10.26~28
事業計画４コース
受講生24名（市内9名、市外15名）
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㈱サスカッチ

（H26）

㈱本町
アライアンス

（H30）

㈱紀州
まちづくり舎

（H26）

㈱ワカヤマ
ヤモリ舎

（H27）

㈱宿坊
クリエイティブ

（H28）

㈱真田堀家守舎

（H29）
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㈱ワカヤマヤモリ舎

（H27）



2020

㈱紀州まちづくり舎

（H26）
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平成26年10月18日

ポポロハスマーケット＠mizube
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まちに生まれた

変化の兆し
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「見立て」と「使いこなし」により

内川にアクティビティを持たせ

ヒトが集う「遊び場」が出現
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都市の均質な拡大を目指すだけの

行政では公用地の

「使いこなし」のアイデアは出てこない



2828

小さな変化を育てるために、

行政もまずやってみる

小さな変化を起こし続け
いずれまちを大きく変える
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ｽﾃｯﾌﾟ１：地域と合意形成を図る
予算：756万円

ｽﾃｯﾌﾟ２：社会実験
予算：850万円

【社会実験案】

①水面空間の活用検討
仮設桟橋を設置し、民間主導
による舟運事業や河川を活用
したアクティビティ事業を検討

②川辺占用による滞留拠点検討

民間による仮設的な河川空間
の占有により創出されるにぎ
わい効果などを検証

③公共不動産の利活用検討

にぎわいを創出するため、駐
車場を水辺空間の出入り口
としての在り方を検討するな
ど市有施設、市有地の活用を
検討

【ミズベ会議の開催】

社会実験の効果測定・検証を行うことで、更にまちづく
りの方向性を検討

【水辺交流会の開催】

普及啓発活動の一環として、多くの先進事例関係者を
招聘し、交流会を開催することで社会的関心を高める

ｽﾃｯﾌﾟ３：かわまちづくり計画などの作成

【社会実験の実施と効果検証】

必要に応じて、更に社会実験とその効果測定を行い
、市堀川を活かしたにぎわいを生み出すための在り
様を検証

【（仮称）市堀川水辺ビジョンの策定】

市堀川を活かしたにぎわいを生み出すためのゴールイ
メージを共有し、各主体が連携した今後の行動指針
を決定

【かわまちづくり計画の申請】

必要に応じ、かわまちづくり計画を申請

【推進体制の構築】

民間主体の推進体制を構築し、「まち空間」と「河川
空間」が融合した良好な空間形成を目指した取り組
みを実施

和歌山市水辺を活かしたまちづくり事業

ミズベリング和歌山 内川をきれいにする会

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

水辺を活かしたまちづくりの計画「（仮称）市堀川水辺ビジョン」を策定し、水辺の活用方法
のゴールイメージを共有すると共に、４年目以降は民間が中心となった河川空間などの活用
を推進するための手法を構築する

河川または周辺の公共不動産の活用や官民が連携した事業によるにぎわいを創出するこ
とで、回遊性を高め、まちの中心核である和歌山城周辺に向かう新たな回遊軸を創出する

6

【市堀川及び周辺の調査】

河川断面などの基礎調査や歩行者動線分析、堤
内外の都市利便施設など、水辺の利活用を検証
する社会実験に必要となる調査を実施

【ミズベ会議の開催】

地域のステークホルダーなど市民参画型の協議
の場を設置し、多くの主体から適切な意見を聴
取することで、合意形成を図りながらまちづくり
の方向性を検討

調査
ビジョン
の検討

社会実験
の検討

ゴールイメージ例

社会実験
の実施

効果測定
検証･改善

再検討

【シンポジウムの開催】

普及啓発の一環として、市民が自由に参加出来る
形で開催。先進事例関係者を招聘し活用アイデア
の提供を受けると共に、調査結果の公開等を実施

【プロモーションの実施】

市民が主体的にプロジェクトに参加する機運を高
めるため、地域への情報共有とSNS・各種メディア
などへプロモーションを実施

【社会実験アクションプランと検証プランの策定】
上記のプロセスから導き出されるプランを策定

水辺ビジョン
の策定

推進体制の
構築
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

水辺を活かしたまちづくり事業

民間
事業者

関心者
環境
団体等

占用料

和歌山県
河川課
海草振興局

和歌山市

占用許可

申請・
占用料

河川管理者 公物管理者等
占用主体

わかやまの水辺
まちづくりJV

受託事業者

計画作成

調査事業
利用権

水辺総研

紀州まちづくり舎

・ミズベリングの
プロデューサー

・全国の先進的な
かわまちづくり事例に精通

・技術的な知見を所有

・地域のまちづくり
活動を実施

・都市再生の実践者

カーナビ

エンジン

民間
事業者

民間
事業者

計
画
作
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

転貸

占用料

転貸

現在の事業スキーム
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民主導で公用地等を活用し、

まちづくりを推進する主体に

公的な立ち位置を付与する仕組が必要



32

和歌山市における水辺とまちのリノベーション

官民連携したまちづくり

①特定非営利活動法人砂山バンマツリ

②特定非営利活動法人愛福会

③株式会社紀州まちづくり舎

④株式会社sasquatch（サスカッチ）

⑤一般社団法人みんとしょ

⑥株式会社真田堀家守舎

⑦株式会社ワカヤマヤモリ舎

⑧株式会社宿坊クリエイティブ

⑨ユタカ交通株式会社

交付式平成29年12月26日

●都市再生特別措置法において都市再生整備計画の区域内におけるまちづくりを担う法人として、
市町村が指定するもの。（平成19年度～）

●まちづくりの担い手として公的位置付けを付与され、道路占用許可の特例、河川敷地占用許可
準則の改正に基づいた河川占用や都市利便増進協定などが実施可能。

９／５０→１８％
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

官民連携したまちづくり

和歌山市

民間まちづくり団体
（株式会社、社団・財団法人、NPO法人等）

都市再生推進法人
に指定（法第118条）

都市再生整備
計画の提案

市町村都市再生協議会

地域の土地所有者
（民間又は行政）

各種協定への参画

土地の譲渡⇒税制優遇

都市再生推進法人のメリット
・まちづくりの担い手として公的位置付けを付与
・公共空間をオープンに活用できる規制緩和制度（道路、河川、公園）
・市町村に対する都市再生整備計画の提案が可能
・公共空間・民地を有効活用して、にぎわい創出を促す協定制度
（都市利便増進協定、都市再生整備歩行者経路協定、低未利用土地利用促進協定）
・融資や税制優遇等の国の支援が受けられる
（エリアマネジメント融資、民間まちづくり活動促進・普及啓発事業、まちづくり
ファンド支援事業、低未利用土地の譲渡について課税を軽減など）

H23 H16 H28

更に、都市再生推進法人のまちづくりへの当事者性が涵養される
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

官民連携したまちづくり

本市における都市再生推進法人は兼業が多いことも要因か。

都市再生推進法人の課題

資金の不足 マンパワーの不足

組織の課題

マーケットパイの不足 認知の不足

地域の課題
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

官民連携したまちづくり

ノウハウ・リソースの
やり取り

まちづくりの実践に伴い、経験をフィードバックし
制度・組織・体制をバージョンアップ

組織の改廃現状
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和歌山市における水辺とまちのリノベーション

36

水辺を活かしたまちづくり事業

将来目標とする推進スキーム

PPPエージェント
利害などが一致する都市再生推進法人を含む複合事業体
リソースを分け合い都市のマネジメントや調整役を果たす

（仮称）和歌山の水辺の
まちづくりプロジェクト

民間
事業者

民間
事業者

関心者
環境
団体等

和歌山県
河川課

海草振興局

和歌山市

占用・設置
許可

参加

申請・
使用料占用許可

申請・
占用料

河川管理者 公物管理者等

占用主体

（仮称）内川
水辺利用検討会

協議会

連携

是正・追認
・合意形成

地域
住民

関心者
市民

学識
経験者

参
加

各種
利用者利用契約

申請・
占用料
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官民連携したまちづくり

実施主体 ： 市駅グリーングリーンプロジェクト実行委員会（民間）（構成員：地元商店街、自治会、地元大学等）
実施期間 ： ３日間（平成２７年度から平成２９年度まで３回実施）
目 的 ： 道路に芝生を敷き詰めた「緑と憩いの広場」の設置や、イベント誘致など、民間が主導となり、

歩行者が中心となったメインストリートとして再生を目指す

周辺のまちづくりと連動した公共空間のあり方を研究し、
地域に適合した、民間で持続可能な道路空間の形成を図る

民間による公共空間の利活用手法

都市再生推進法人による
道路を特例占有した社会実験
（和歌山版パークレット）

【市道中橋線 社会実験】

実施期間 ： ２ヶ月程度
（状況に応じて変動）

目 的 ： 市道中橋線の改修を行うに
あたり、歩行者が滞留できるスポットを設
置、周辺事業者と連携した活用を行うこと
でストリートの価値を高める。
中長期に実験を実施。課題を把握し、整備
に反映。

市駅“グリーングリーン”プロジェクト

37
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官民連携したまちづくり

●増加する空き家・空き地を活用した居住・都市機能の誘導を推進。
●空き家情報の不動産業界・都市再生推進法人への共有や、リノベーションの地域展開等により、ストック活
用・改善を一歩ずつ進める。

利活用可能
な空き家

利活用不能
な空き家

特定空き家の除却支援

耐震改修の促進

三世代同居・近居

リノベーション

空き家バンク

○空き家情報の事業者への共有
・所有者アンケートを実施し、不動産業界団体や
都市再生推進法人へ情報提供。

・民による積極活用を推進。

○リノベーションの地域展開
・まちなかで進展したリノベーションを各地域へ展

開。
・鉄道事業者や観光業との連携を検討。
・建築基準行政等の運用も検討課題

○空き家・空き地への開発誘導
・立地適正化計画の運用と合わせて、開発の誘導や狭
隘道路の拡幅を推進し、民によるコンパクトシティ
化を合理的に推進する。

空き家等の積極的な活用へ

147400
153770

161300

177250 180890 182950

19670 18380
23080

29120 31060 28980

5.4%
6.3%

7.5%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

180000

200000

S63 H5 H10 H15 H20 H25

和歌山市内 住宅・空家の推移

住宅戸数 空家戸数 （その他空き家率）

（住宅・土地統計調査）

空き家戸数

住宅戸数

「その他空き家」率

平成29年度空き家所有者情報提供による
空き家利活用推進事業の採択
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ご清聴ありがとうございました


